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当研究室では、ニッケル触媒 1)、またはロジウム触媒 2)とトリエチルホウ素存在下、共役ジエン

とカルボニル化合物を用いて反応を行うと、位置及び立体選択的な求核的アリル化反応が進行し、

ニッケル触媒を用いた場合は 1,3‐anti ジアステレオ選択的なビスホモアリルアルコールを与え、
ロジウム触媒を用いた場合は 1,2‐syn ジアステレオ選択的なホモアリルアルコールを与える還
元的カップリング反応を報告している (Scheme 1)。 
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今回、パラジウム触媒、Xantphosを用い、同条件下反応を行うと、位置選択的な求核的アリル
化反応が進行し、エン反応タイプの共役ジエン骨格を保持したジエニルホモアリルアルコールを

高収率で与えた 3) (式 1)。 
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また、電子欠損ジエンであるソルビン酸メチルを用い、同条件下反応を行うと、ソルビン酸メ

チルの α炭素上にカルボニル化合物が付加し、Baylis-Hillman反応タイプのジエニルアリルアルコ
ールを高収率・高選択的に与えた (式 2)。 
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